
　「認知症の人はどんな気持ちでいるのか」について、２月号でご紹介しましたが、認知症の症状とし
て起こる大声を出す、徘徊するなどの不思議な行動にも、その人なりの理由があることが多いものです。
　できる限り、本人の気持ちに寄り添い、「認知症の人中心」の接し方を心がけることが、介護する側、
される側の両者の負担を軽くしたり、ストレスの軽減につながりやすくなります。

　「自分がやらなければ」「この先どうなるのだろう」と責任感や負担感をつのらせてしまうと、介護者も心身ともに
疲れ果ててしまいます。それが、意にそわずして虐待につながったりするケースもあるほど介護は大変なものです。
だからこそ、一人であるいは家族だけで抱え込まずに、周囲の人や専門家の力を借りて支えることがとても大切です。
介護する側・される側の両者ともに自分らしく過ごせるように心がけましょう。

　思い切って身近な身内や近所の人に一声掛けて、
介護していることを知ってもらったり、見守りのお
手伝いをしてもらったりするのも気持ちを楽にする
ポイントです。
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家族・親戚などを頼る
　介護保険のサービスや福祉
サービス、地域の助け合い、
相談機関などを活用し、負担
を減らしましょう。

いろいろなサービスを活用する

　介護教室に出かけてみたり、周囲の人へ相談しな
がら、同じ境遇の人との情報交換や苦労や喜びを分
かち合うことができる機会を作ってみる。

情報交換をする
　ケアマネジャーや社会福祉士、保健師等が協力し
ながら、相談にのり、情報提供や必要なサービスの
検討を行います。
　　　　　　　☎75－6033（多久市役所　福祉課内）

多久市地域包括支援センターへご相談ください

認知症を知る
認知症を知ろうコーナー　№12

～認知症の人との接し方②～

Hello!
問 多久市地域包括支援センター
（福祉課内）　☎75－6033
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認知症の人を中心としたケアのポイント

身近で介護するからこそ、頑張り過ぎず、周囲の力をかりましょう !!

◯安心感を与える
　物忘れをすることで、いつ周囲から注意されるかわからない。
　不安がるのは、本人にとってもつらいもの。
　安心して暮らせる環境を整える一つとして、もの忘れには、
さりげないカバーでフォローすることを心がけましょう。

○失敗を責めない
　これまでできていたことが出来なくて一番つらい気持ちがあ
るのは本人です。
　「大丈夫ですよ」、「心配いりませんよ」等の声かけやさりげ
ないフォローを心がけましょう。

◯いままで通りに接し、人としての尊重を ○教えこもうとしない
　記憶を保つ部分に障害があるために、いろいろなことを覚え
ることが困難になります。
　その都度伝える心構えや目で見て理解できる表示をする等の
工夫も一つの方法です。

◯プライドを傷つけない
　認知症という病気であっても、これまでの人生で培われた経
験や誇りは変わりません。これまでの経験を否定したり、誇り
を傷つけるような言動が、認知症の症状を悪化させるきっかけ
になることもあります。プライドを傷つけないような配慮しま
しょう。

○短く簡潔な言い方をする
　一度に二つ以上の情報を伝えたり、要求をすると、混乱して
しまうことがあります。
　「雨が降りそうだから傘を持って車で行きましょう」ではな
く、「雨が降りそうですよ」「傘をもってください」「車でいき
ましょう」とできるだけ簡単な言葉で一つずつ伝えて、行動し
てもらうようにしましょう。

 知っていますか？「かくれ脱水」
　冬から春にかけて、高齢者に意外に多いのが脱水症です。
　この時期は目に見えて汗をかくことも少ないため、カラダの水分が足りてないことに気づきにくく、意識して
水分摂取をしないと、脱水症状に陥りやすくなります。
　この時期は、室内外ともに空気が乾燥しがちで、汗や尿だけでなく、皮膚からも水分が出ていくなど、水分を
失われやすい状況になります。更に、インフルエンザや嘔吐下痢症など、感染症にもかかりやすい季節で、感染
してしまうと、嘔吐や下痢、高熱などで、水分を失いやすくなります。

　水分と電解質（カリウムイオンやナトリウムイオン、カルシウムイオンなど）は生命の維持に不可欠な働きを
しています。よって、カラダから両者が失われると、全身の臓器が機能しなくなり、脱水症状を起こします。
　重症化すると、命にもかかわることになります。

　★渇きを自覚しなくても、こまめに水分をとる（一日三度の食事の度に、お茶の時間をつくる等、習慣化しましょう）
　★できるだけ多くの食材をバランスよくとり、水分や電解質を保ちましょう。
　★室内の加湿を心がける。（洗濯物の室内干しやコップに水をはって置いておく、加湿器の活用等）
　★感染症予防を心がける（うがい、手洗い、マスクの着用、休養をしっかりとる、体力の温存等）

冬～春も脱水症に要注意‼

冬～春も脱水症を予防するには⁉

　認知症の人は記憶力は低下しても、不安や悲
しみ、楽しみを感じる心は変わりません。
　気遣いや配慮を忘れずに一人の人間としての
尊厳を守ってください。

特に高齢者は脱水症を起こしやすいメカニズムがあります。

□ノドの渇きを自覚しにくい
□トイレを気にして水分制限
□食事量が全体的に不足しがち

水分摂取量が減る

□加齢と活動量の低下による筋肉量の減少
　（筋肉は最も多くの体液を含んでいる場所です）

カラダの予備能力の低下

□加齢による腎臓の機能が低下
□利尿作用の治療薬を使用している

カラダからの水分が失われやすい

脱 水 症
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